
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
１班 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
２班 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
３班 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
将来ありたい姿 理由 担えそうなこと 

キャッチ 

フレーズ 

助
け
合

う
① 

 若者の参加を増や
す 

 将来を担う若者が
元気になればまち

も元気になるから 

 イクメンネット
ワーク 等 

・世代を超え

ていきいき

と！ 

助
け
合
う

② 

 シニア層が活躍で
きる社会 

 高齢者が増えその
人達がいきいき暮

らしていける社会

になるように 

 若者は慌ただし
いとの自覚をシ

ニア層が持つ 

等 

尊
ぶ 

 尊ぶ気持ちのある
人を増やす 

 助け合う社会を形
成するため 等 

 （市民は）お互い
を認め合う気持

ち考え方を育て

る 等 

・お互いを認

め合いおも

いやりのあ

るまち 

関
わ
る
① 

 税金に対する意識
を持つ 

 社会組織の基本だ
から 等 

 市の職員は税金
に対する意識が

高くなっている

が、市民に低い人

がいるので厳し

く財政の話をす

る 等 

・限りある税

金をより有

効に 

関
わ
る
② 

 民意をくみあげて
取捨選択して計画

づくり 

 効率的に運営して
いく基本だから 

 行政まかせでな
く市民も行政に

もっと関心を持

つ 等 

 
将来ありたい姿 理由 担えそうなこと 

キャッチ 

フレーズ 

助
け
合

う
① 

 地域内の情報共有
を増やす 

 地域活動への参加
を促すため 等 

 フリーペーパー
を作る 等 

・味噌を貸
し合えるま
ち 

助
け
合

う
② 

 地域の人が和んで
集いあえる雰囲気

作り 

 地域のつながりが
希薄になっている

ため 

 離れている人を
極力誘い込む（声

かけ運動） 

尊
ぶ

① 

 人権尊重の姿勢は
今後も貫きたい 

 現状で子どもや高
齢者の人権が尊重

されているため 

 地域にある学校
への関心を高め

る 等 

・独りぼっ
ちにならな
いまち 

尊
ぶ
② 

 世代間で交流でき
る機会や場所をつ

くる 

 同世代間の交流は
活発だが異世代間

の交流がないため 

 自分の持ってい
る技能を教える

講習会を開催す

る 等 

関
わ
る
① 

 情報発信の充実  HPが実務的 等  川西を好きにな
る、川西に興味を

持つ 等 

・市民と行
政が相思相
愛のまち 

関
わ
る
② 

 市民の声をもっと
ひろってほしい 

 市民が自分の意見
を言える場所がな

い 

 このようなワー
クショップのよ

うな市民の声を

取り入れる場所

を作る） 

 
将来ありたい姿 理由 担えそうなこと 

キャッチ 

フレーズ 

助
け
合
う 

 対財力を活かし
た市民活動の精

通 

 全市民に行き渡っ
ていないから 

 諸々の市民活動
に積極的に参加

する 等 

・市民活動の

活発なまち 

尊
ぶ

① 

 人権意識の向上  良くなったとはい
えまだまだ意識向

上が必要だから 

 お互いを尊重し
合う 等 

・一人ひとり

の人権が尊

ばれるまち 

尊
ぶ
② 

 男女共同参画意
識の向上 

－  女性の立場を理
解する 等 

関
わ
る
① 

 行政と市民のコ
ミュニケーショ

ン 

 情報公開は進んで
いるが市民の意見

を直接姿勢に反映

させたいから 

 行政への関心を
持つ 等 

・市民と協力

して行財政

改革を進め

るまち 

関
わ
る

② 

 更なる行財政改
革を 

 行財政を豊かにし
たいから 

 中高年世代が起
業 等 

第５次川西市総合計画策定川西まちづくりワークショップ 

N E W S L E T T E R 

第４回ワークショップを開催しました 

第４回 

2011.10.08 

 

第４回は「助け合う」「尊ぶ」「関わる」のライフシーンごとに議論を行いました 

 川西市の現状（強み・弱み）、将来ありたい姿、将来ありたい姿を実現するためにそれぞれが担えそうな

こと、目指すべきまちのキャッチフレーズを「助け合う」「尊ぶ」「関わる」のライフシーンごとに分けて

議論を行いました。 

総勢 33名の方が参加されました 
 第５次川西市総合計画策定に向けた川西まちづ

くりワークショップの第４回が10月8日に開催さ

れ、総勢33名の方が参加されました。 

 ４回目のワークショップであるにも関わらず、こ

れまでと変わらず活発に議論が行われました。 

概要 

概要 

概要 
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将来ありたい姿 理由 担えそうなこと 

キャッチ 

フレーズ 

助
け
合
う

① 

 助け合うための
地域の組織づく

り強化 

 しっかりした自治
会組織等を維持し

各地域化を防ぐた

め 

 地域コミュニテ
ィーへの参加 

等 

・地域の組

織力の強

いまち 

助
け
合
う

② 

 ボランティア・
NPOの充実とPR 

 全ての年代の人に
ボランティア・NPO
活動に関わっても

らうため 

 活動への参加と
ニーズの洗い出

し 

尊
ぶ
① 

 次世代への伝承  多様な文化を川西
の特徴として伝承

するため 

 子ども達と一緒
に川西の文化歴

史を学び創造し

次世代へ伝承す

る 等 

・世代を超

えて多様

な文化伝

承できる

まち 

尊
ぶ
② 

 高齢者を尊重で
きるまち 

 高齢者が生きがい
を持って生活し、地

域での居場所が必

要 

 三世代交流を図
る 

 

関
わ
る
① 

 行政職員のレベ
ルアップ 

 市民への正確な情
報提供を行うため 

 川西中央北地区
の開発について

もっと市民代表

の意見を参考に

してもらいたい 

等 

・信頼でき

るまち～

正確な行

政情報の

もとで市

民活動～ 

関
わ

る
② 

 若者の活動でき
るフィールドが

ある 

 市内外問わずの若
者、学生が市内で活

動できる 

 若者が活動でき
る場を準備・提供

する 等 

 
将来ありたい姿 理由 担えそうなこと 

キャッチ 

フレーズ 

助
け
合

う
① 

 小さな親切が広
がるまち 

 地域間の偏りがあ
るから 等 

 地域活動（自治会
など）に積極的に

参加する 等 

・小さな親

切があふ

れるまち 

助
け
合
う

② 

 声がけをしあえ
る町 

 孤立化している部
分があるから 等 

 困っている人に声
をかける 等 

尊
ぶ

① 

 思いやりが花ひ
らくまち 

 相手（とくに弱者）
への思いやりが社会

の土台だから 

 謙虚な心を持つ 
等 

・思いやり

が花ひら

くまち 

尊
ぶ
② 

 男性も女性もい
きいきと暮らせ

る川西市 

 男女共同参画の推
進がまだ進まないか

ら 

 男女共同参画に関
する講座などに積

極的に参加する 

等 

関
わ
る

① 

 ユニバーサルデ
ザインのまち 

 川西市のデザイン
が見えてこない 

 優秀な市職員、教
員を採用する 等 

・市民一緒

に納得し

つながる

まちづく

り 等 
 

関
わ
る

② 

 “誇れる町”を
ビジョンに掲げ

る 

 “特徴のない町”か
らの脱却を計る 

 市民の知恵エネル
ギーを引きだす施

策 等 

ふりかえりアンケートから 
「ふりかえりアンケート」の中からのご意見を

いくつかご紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第４回を振り返って 

ライフシーンごとに将来像が出されました 

各班、活発な議論が行われ、様々な視点から

の意見が出されました。 

 「助け合う」については、声のかけあいなど

「人と人とのつながりづくり」についての意見

や、市民活動の新たな担い手の確保など「市民

活動の活性化」についての意見が多く出されま

した。 

「尊ぶ」については、子どもや高齢者などに

対する「思いやり」の意見や「男女共同参画の

推進」についての意見が出されました。 

「関わる」については、計画づくりなどに市

民の意見を反映させてほしいなど「市民の参

画」についての意見や税金の有効活用など「行

財政改革」についての意見が多く出されまし

た。 

全４回議論いただきありがとうございました 

 みなさんで議論いただくワークショップは

とりあえず今回で終了です。長期間ご参加あり

がとうございました。みなさんから出していた

だいた意見は、大切にし、総合計画の策定を進

めていきます。 

なお、これまでご案内している通り、番外編

として、第５回のワークショップを開催しま

す。まだまだ議論に参加したいという方は是非

第５回ワークショップにご参加ください。 

概要 

概要 

主な意見 

＜全４回を通じた感想＞ 

・ 毎回前回の問題点を踏まえて、すすめ方を改善

する工夫があったのはよかったです。 

・ 4回ともボリュームが大きすぎ。手法の再考を。 

・ テーマが難しいのと、時間があまりないので、

表面的な話になってしまった気もします。 
・ 世代を越えて色々な方とお話が出来、いろんな

考え方、自分の知らなかった事が発見できて非

常に良かったです。 
・ 興味や関心のあるテーマを掘り下げる形式もあ

った方がよいのではないでしょうか。 
＜総合計画を策定していくにあたっての意見＞ 

・ 多くの意見が出ているので、その意見が反映さ

れ、少しでも良い結果が出ることを願う。 
・ 本ワークショップで議論されたことは是非重く

受け止めて欲しい。わからない、難しいことで

あれば、参加者に聞いて欲しいです。 
・ （参加者に）フィードバックをして欲しいです。 


